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冬のアイスランドを旅する Winter journey in Iceland
アイスランド 
レイキャヴィーク、ブルーラグーン、ゴールデンサークル、アイスケーブ

アイスランドの自然&野生動物ツアー

Youth Hostel  Pick up

清里ユースホステル
たくさんの出逢い。高原からの贈り物
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MIYAVI
ギターで世界中の人の心を躍らせたい。
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日本ユースホステル協会はユースホステルのビジョンに基づき、日本国内にユースホステルを設置・運営すると共に、
国際ユースホステル連盟や各国のユースホステル協会と協調し、知見を広める「旅」を促進する活動を行っています。
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会員証は国際ユースホステル連盟（Hostelling International）によって認められたもので、
世界各国のYHが利用できます。

■オンライン（インターネット）入会をご希望の方
お近くにユースホステル、ユースホステル協会・入会案内所がない場合、オン
ラインでも入会を受け付けております。但し、会員証発行までお時間がかかり
ますので、予めご了承ください（ご入金後、約1週間位）。

■継続のご案内
有効期限の2ヶ月前から、継続手続きを受け付けています。会員証の有効期限内に
手続きをおこなうと新規登録会費より500円割引（提携カード除く）になります。

■便利な自動継続のお知らせ
自動引き落としのお申し込みを入会・継続時にされますと、次年度から継続会費が
自動的に指定口座から引き落としされ、手間をかけずに継続手続きができます。

■会員証をすぐに取得されたい方
お近くのユースホステル、ユースホステル協会または入会案内所でお申し込
みください。その場で発行されるため、一番手軽で、早くできます。

郵送、インターネットからのお申し込みの際は別途送料240円が必要となります。
詳細は日本ユースホステル協会HPをご確認ください。 http://www.jyh.or.jp/membership/

■登録会費

会員証種別

少年パス

青年パス

成人パス

家族パス

団体パス

終身パス

1,500円

1,500円

2,500円

3,500円

5,000円

50,000円

1,000円

1,000円

2,000円

3,000円

4,500円

満4歳から中学生まで

中学生修了年齢から満19歳未満

満19歳以上

夫婦、又はその同伴する中学生までの子ども

海外で利用する場合、配偶者は

別途会員証が必要です（500円）

10名以上の団体・機関の引率責任者（満18歳以上）

満26歳以上、有効期限は登録の日から終身

該当年齢区別 新規
登録会費

継続
登録会費

ユースホステル インフォメーション

JAPA
N YO

UTH 
HOST

ELS, 
INC.

Nationa
l Olymp

ics Mem
orial Yo

uth Cen
ter

3-1 Kam
izono-ch

o Yoyog
i Shibuy

a-ku To
kyo 151

-0052

Name

memb
er ID　

　　  
　　　

　　 　
Date o

f birth
　　 /

  　/ 
 

Categ
ory 

month
    yea

r

Signa
ture

Sex　
 M  ・

　F

dd/m
m/yy

 

0 3 2 - * * * * * *

ユースホステルに泊まって世界を旅しよう！
世界各国のユースホステルをおトクに利用するなら、ユースホステル会員がおススメ！
ユースホステル会員にはこんなメリットがあります！

1. 国内外のユースホステルをおトクな会員価格でご利用いただけます！
　  一部例外を除き、世界中のユースホステルを10％以上おトクな割引価格でご利用いただけます。

2. 割引提携施設をユースホステル会員割引価格でご利用いただけます！
　  旅行用品やレンタカーなど、充実した旅をサポートするサービスの割引が満載です。
　  日本国内の割引提携施設情報はこちら→http://www.jyh.or.jp/discount/index.html

■運営再開ユースホステル
阿蘇くじゅう高原YH（熊本県）・・・・・・・・・・・・・・・・・ 平成29年4月15日

■臨時休館ユースホステル
稚内モシリパYH（北海道）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 当分の間
網走原生花園YH（北海道）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 当分の間
層雲峡YH（北海道）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 当分の間
大沼公園YH（北海道）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 当分の間
おいらせYH（青森県）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 当分の間
田沢湖YH（秋田県）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 当分の間
YH潮来荘(茨城県) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 当分の間
甲府YH（山梨県）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 当分の間

■臨時休館ユースホステル
のと皆月湾YH(石川県)・・・・・・・・・・・・・ 当分の間（強風被害のため）
北信州観山YH(長野県)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 当分の間
川根七曲宿YH（静岡県）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 当分の間
知多半島YH（愛知県）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 当分の間
YH太江寺（三重県）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 当分の間
高野山YH（和歌山県）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 当分の間
松江レークサイドYH（島根県）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 当分の間
岩国YH（山口県）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 当分の間

■閉館ユースホステル
YH郡上洞泉寺（岐阜県）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・平成29年12月31日付

■閉館ユースホステル
丹後温泉はしうど荘YH（京都府）・・・・・・・・・・平成29年12月31日付
花巻ならの里YH(岩手県)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 平成29年8月1日付
みさきロッジYH（和歌山県）・・・・・・・・・・・・・・・・・ 平成29年5月31日付
モンベル五條YH(奈良県)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 平成29年5月31日付
山形七日町ワシントンホテルYGH（山形県）・・・・・ 平成29年4月30日付
島原YH（長崎県）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 平成29年3月31日付
鎌倉はせYH（神奈川県）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 平成29年3月31日付
横浜伊勢佐木町ワシントンホテルYGH（神奈川県）・・・ 平成29年3月31日付
富士屋YH（長野県）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 平成29年3月31日付
熊本YMCA阿蘇キャンプYH（熊本県）・・・・・・・ 平成29年3月31日付
宮古島YH（沖縄県）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 平成29年3月31日付
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富士山周辺のレジャーやビジネスの拠点に、
アクティビティも良好。

「キャビンハウス」という
新しいコンパクトスタイル。

キャビンハウス ヤド 富士宮ユースホステル

〒418-0066 静岡県富士宮市大宮町11-18(JR身延線富士宮駅 徒歩5分)
tel.0544-23-4180 / fax.0544-23-4189 / e-mail. info@yado-ca.co.jp
URL. http://www.jyh.or.jp/info.php?jyhno=4227

■ ドミトリー 閑散期(税込)2,600円~ 標準料金(税込)3,200円~ 繁忙期(税込)3,800円~
※上記金額は全て会員料金となります。
※閑散期：要問合せ　繁忙期：GW(要問合せ) / 7月10日~9月10日(要問合せ) / 年末年始(要問合せ)
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人と人との接点が変わってきているよね。これは単純に、テク

ノロジーの進化によっていろんなことがデジタル化されてい

るからだと思います。だって、言ってしまえば旅なんかしなく

てもアフリカの町をGoogleマップで見られるわけでしょ。こ

の過渡期は、音楽業界にも訪れていて、確実に音楽そのもの

のあり方を変えている。そのうち音楽も、AI（人工知能）が創る

時代が来る。まあ、人間がリスナーである以上はやはり作り手

も人間だろうけれど、AIが感情を数値化できた時にすごく近

いところまでいくんじゃないかなと思います。ただ、人として

の感情や経験の伝達に関しては、テクノロジーがどれだけ発

達しても、伝えきれないものがある。例えば、どんなに素晴ら

しい絶景をInstagramで見ても、なかなか鳥肌は立たないと

前作のvol.1は、コラボレーションしたアーティストとその場

でぶつかり合った時に生まれる熱量や摩擦を主にパッケー

ジにして創ったのですが、今回は「次世代のギターミュー

ジックとは何なのか」を突き詰めた先の答えというか、道標

になりうるアルバムになったと思います。僕はアーティストと

してロックに影響を受けて、ロックアーティストたちが築いて

きた道に影響を受けてきましたが、じゃあ、「僕が今、すべき

ことって何だろう？」と考えた時に、必ずしもロックフォーマッ

トでやることがすべてではないと思うんですね。むしろ逆と

いうか。ロックフォーマットにはこだわらず、「新しい未来の

音」にMIYAVIというアーティストのアイデンティティが表れて

いる作品、という感覚ですね。冬から開催するツアーに「Day 

2 Begins」というタイトルを付けたのですが、「ここからまた

新しいDAY 2 が始まる」という気持ちです。

留学先で、いっぱい友達をつくりました。

はい、ロサンゼルスに。本当は19歳か20歳の頃には英語を

習得しておきたいと思っていたんだけど、メジャーデビュー

をしたり、いろんな音楽活動をしたりしていく中で、なかなか

時間がなくて。それから、海外の人と出会ったり親しくなる

きっかけがあっても、英語が話せない自分のまま年を取って

いくのがどうしても嫌で。25歳の時に当時のマネジメント会

社とレコードレーベルに無理を言って活動を3カ月ストップ

させてもらいロサンゼルスへ飛びました。向こうでは英語だ

けじゃなく、ダンスも学んでいました。それこそ自分で発電機

を買って、ダンサーの友達たちを呼んで、サンタモニカとか

でストリートパフォーマンスをして、それで飯を食ってる他の

パフォーマーたちとケンカになりそうになりながらやってま

したね。

ゼロです。……いや、ゼロは言い過ぎか。「アイキャンノットス

ピークイングリッシュ」くらいはしゃべりましたよ。「僕は英語

がしゃべれません」。それが最初のひと言です。

今、日本では「グローバル」という単語をよく耳にしますが、

「英語を話すこと」っていうのは世界にコミットしていく上で

の“マナー”だと感じます。「ここの地域に住んでいる人の燃

えるゴミの日は月曜日ですよ」っていうルールと一緒だと僕

は思うんです。日本語の語彙力とか、深さ、重さ、美しさを大

事にする、ということとは別の話。それはそれでもちろん大

切にしていく。けれど、それはマナーを軽視する理由にはな

らない。現状、世界の共通言語が英語ってなってるんであれ

ば、それを使ってコミュニケーションを取るのが礼儀。実際

―そこからのスタートだったとは！ それは、今英語を全く

話せない人でも「自分も頑張れば話せるようになるか

も！」という自信になりそうです（笑）。

“I can’t speak English.”
から始まった語学留学。

―ユースホステル協会では、2015年に起こった欧州難民

危機（※3）の際、ドイツやスイスをはじめとするヨーロッ

パ諸国で冬の期間に難民・移民の受け入れをしていま

した。

レバノンを訪れて感じた、
難民問題の切実な課題。

Hostelling Magazine 
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アーティスト / ギタリスト

MIYAVI
「エレクトリックギターを、ピックを使わずにすべて指で弾く」

という独自の“スラップ奏法”で世界中から注目を集め、

“サムライ・ギタリスト”として活躍するMIYAVIさん。

これまでに約30カ国300公演以上のライブと6度のワールドツアーを成功させ、

日本と海外の壁を一切感じさせない活躍を見せています。

そんなMIYAVIさんの語学留学時代のエピソードとは。

新たなライフワークとして活動を続けている

難民キャンプへの訪問を通じて見たこと、感じたこととは。

ロックスターとして輝き続けるMIYAVIさんの、

ステージ上では見られない知られざる一面に迫ります。

に、それができていないから日本はグローバルな社会でた

くさんのチャンス、機会を逃している。これは、畑違いの僕が

言うのもなんですが、国の責任だと思います。教育者の水準

含め、国を挙げてもっともっと良くしていかなければならな

いことだと思っています。

アンジー（※1）と出会い、彼女の難民問題への信念や活動に

感化されて、彼女が特使を務めているUNHCR（※2）を紹介し

てもらったのがきっかけです。レバノンに2度、タイには1度

行かせてもらいました。

そうだったんだ。難民の人たちはどんな様子でした？

レバノンは、国民の4分の1がシリアからの難民の方々という

状況。4分の1が外国人って、日本ではありえないじゃないで

すか。レバノン政府も自分の国の国民を守らないといけない

から、難民キャンプにいる大人たちは職業を得られなくて働

けない。だから、正直にっちもさっちもいかずどうしようもな

いという状況。その一方で、子どもたちが学校にも行けず、大

人に代わってがらくたを集めに行ったり、野菜をつくったりし

ている。彼らは物心ついた時にはすでにキャンプにいて、中

にはそこで生まれた子もいる。だから、彼らにとって難民キャ

ンプでの暮らしはスタンダードであり、ある種、デフォルトな

んですよね。特に印象的だったのは、僕がギターを弾いた時

の子どもたちの目の輝き。音楽のない日常を送っている分、

ギターが鳴ったときの、驚きや熱量がものすごくて。暗闇を

照らす灯火のような彼らの笑顔を、絶やさないでほしい、絶

やしてはいけないと、強く思いました。

「教育」です。第一に必要な、食べ物や水といったライフラ

インに関してはいろんな団体が協力し合っている中で、次

に大事になってくるのは、教育だと思います。

初めてキャンプに訪れた時に、メーカーから提供していた

だいたアコースティックギターやサッカーボールで子ども

たちと一緒に遊ぶ機会があったんですが、「じゃあ、みんな

で一緒にギターを弾こう」って列に順番に並ぶように呼び

かけたら、途中で殴り合いのケンカが始まったんです。普

通に血が出てるんですね。周りの大人たちも「まあ、子ども

同士のケンカだから」という感じでしたが、それこそ彼らが

そのまま大人になったらケンカではなくそれが、紛争の火

種になるわけでしょう。「共存するために、共有するという

ことの大切さ」を教わる機会をもっと増やさなければいけ

ない。これは難民キャンプだけじゃなく日本含め全世界に

言えることだと思います。読み書きはもちろん大事だけど、

モラルや哲学をどう教えてあげるのか。ここが将来的に、難

民問題を解決する上でも非常に重要なポイントのひとつ

だと思います。情勢の不安定な国に限らず、アメリカや他

の国だってそう。僕自身も、正直幼い時にもっとそういう教

育を受けたかったと思っています。「何をもって人として正

しいといえるのか」という教育。それが今、価値観の推移に

よって失われているのではないでしょうか。

自分のドアを開いたというか、自分のミッションがそこにあ

るんじゃないかという意味での気づきを得たのは、やっぱ

り難民キャンプに行ったことがきっかけだと思います。僕も

まだまだ勉強中の身です。アンジーに出会う前は何も知ら

なかったし。日本にいると、難民問題に関することだけじゃ

なく世界で起こってる事って聞こえてこないですよね。結局

のところ、自分のことで精いっぱいな人に、他人のことなん

か救えないんです。彼女の生き方を見て、UNHCRの活動に

参加して、やっと社会への「責任」や「還元」というものを考

えられるようになりました。

とは言え、僕も人間ですし、お坊さんになろうとしているわ

けじゃない。肉体を持っている以上は、食べることも、セック

スも、睡眠も、色んな経験をして、感覚を楽しむっていうこ

とも、自分の肉体に対してしてあげる必要があると思いま

す。それをどう両立してコントロールしていくかは、自分も

学んでいる最中です。ロックスターであり、子を持つ親でも

ある。昼があって、夜があって、男がいて、女がいて、光が

あって、影があって……そのバランスで物事が成り立って

いく中で、どのようにちゃんとサイクルさせられるかを自分

もまだ模索しています。

それはもちろん大きいです。今までは基本が一人称、例え

ば「これをしよう」「これを食べよう」だったのが、「これをし

てあげよう」「これを食べさせてあげよう」に変わる。小さな

規模ですが、“利己的”ではなく“利他的”に物事を考えられ

るようになったのは、やはり子を持つ事が大きなきっかけ

だったと思います。

まずベースとして、英語の教育をしっかりと充実させること。あ

とは、“モラル”。道徳ですよね。日本には宗教がないので、根本

的な倫理観を培うというか、人として何が正しいのかというこ

とを学ぶ機会がめっぽう少ないと感じます。大きくなってから

じゃなくて幼稚園・小学校の段階でしっかりと哲学を教わる場

がもっとあった方がいいと思います。

教育する環境に関しても、ただ「対価をもらって働いている」と

いうだけじゃなくて、「子どもたちの人格を形成する一端を

担っている」ということをちゃんと踏まえて教育ができる現場

であってほしい。

「争いのない世界になってほしい」とは思うけれど、人って争

うんですよね。成長過程においては、殴り合って初めて分か

る部分もある。だから、争いや競い合うことが完全になくなる

とは一概には言えない。だけど、子ども同士のケンカだった

ら、「殴り合ったら痛かったやろ？ 痛かったらやめようよ」って

言えるけど、戦争はそれでは済まされない。逆に、殴られたこ

とがないから加減が分からなくて、思いっきりひどいことをし

てしまうという場合もあるだろうし。

自分が音楽家としてやれるのは、目の前にいるオーディエンス

の心を躍らせること、そして、その輪を世界中に広げていくこ

と。少なくとも、音楽を聴いてノってる時はみんな気持ちがひと

つになれるじゃないですか。音楽を聴いて「かっけー！」「気持

ちいい！」「すげえ！」って、本当に心から感動してる瞬間って、た

ぶん殴り合いなんかしないでしょ？ 自分にできることがあると

すれば、そういう音楽を創って演奏することだと思っています。

人って、「WOW（ワオ）！」を感じた時に“希望”を感じ、そして

“未来”を感じるんだと思うんです。その驚きやドキドキ感、興

奮っていうのは、音楽を聴いたり、旅に出て、新しいものを見

て、新しい体験をして、新しい人たちと出会って……という経

験から生まれるもので、それが自分のバイタリティであり、モ

チベーションとなり、「明日は何が起こるんだろう」っていう明

日への意欲にもつながる。それがある種の人生の醍醐味な

んじゃないかと。僕は、それをギターで提供したいし、オー

ディエンスと共有したい。

いつかは死んでいく中で、肉体も、財産も、地位も名誉もなく

なっていく。その中で、どうやって自分の魂を磨いていくの

か。そして、人生自体にどんな意義を見いだせるのか。僕自身

も言ってみれば、死ぬまで終わらない旅の途中です。その過

程の中で、「世界中の人たちをどう躍らせるのか」という、ギ

ターを始めた頃の初期衝動に改めて立ち戻って、新しい音楽

を創り続けたいと思っています。

思うんです。それは単純に、人が感動する要素は視覚的な情

報だけじゃないから。そこに行くまでの道のりや、その場所の

においや温度、聞こえてくるもの……そのすべてが“経験”に

なるわけで。いつか脳みそに近い情報量を送れるドローン

のようなものが飛ばせるようになったら話は別ですが、現段

階においては実際に経験するということに勝るものはない

でしょう。そういう意味でも、旅をすることこそが人を育てる

のだと思いますし、特に若い世代の人たちにはいろんなとこ

ろに行っていろんな経験をしてもらいたい。よく「移動距離の

分だけ人は成長できる」っていうけど、それは、そういうこと

なんじゃないかと。かといって、同じ場所を行ったり来たりし

たってしょうがない。いろんなものを見て、聞いて、感じて、そ

して考えて、それをどう自分で咀嚼してアウトプットしていく

のかというプロセスが、きっと人を育てるんでしょうね。

日本の内側から「日本最高！」って叫ぶんじゃなくて、海外のい

ろんなところを見て、その上で「ああ、日本って最高だな」って

思えるかどうかって、本当に大事なことだと思います。僕自身

も、「日本固有の伝統って何だろう」とか、「何をもって自分た

ちは日本人なのか」っていうアイデンティティに意識がいくよ

うになったのは、海外に行くようになってから。他の国に行く

と、ヨーロッパの人もアメリカの人もアジアの人もみんな、そ

れぞれちゃんとそれを持ってるし、自分の国のことをちゃんと

語れる。「果たして自分は自分の国のことをどれだけ知って

いるのか」に気づくには、世界の人とコミュニケーションを取

れるようになることが大切だと思います。

MIYAVIさんのインタビューをYouTubeなどで見ると、

通訳を通さず自分でどんどん英語で答えていらっしゃい

ますが、英語はどうやって勉強されたんですか？

Q.

MIYAVIさんは2015年から難民キャンプを訪問なさっ

ているそうですね。どういった経緯で訪れることになっ

たのでしょうか。

Q.

難民の方と話をする機会があったのですが、実際にヨー

ロッパまで辿りつくことができた難民は、シリアの中でも比

較的恵まれた生活環境で生まれ育った人々が多いという

印象でした。MIYAVIさんは難民キャンプに実際に行って

みて、何を見て、どんなことを感じたのでしょうか。

Q.

たしか、語学を身につけるために25歳の時に3カ月留

学をされたんですよね。

Q.

ロサンゼルスに行った時の語学力はどのくらいだった

のでしょうか。

Q.

レバノンでの避難生活が長引くシリア難民の子どもたちと音楽の交流
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人と人との接点が変わってきているよね。これは単純に、テク

ノロジーの進化によっていろんなことがデジタル化されてい

るからだと思います。だって、言ってしまえば旅なんかしなく

てもアフリカの町をGoogleマップで見られるわけでしょ。こ

の過渡期は、音楽業界にも訪れていて、確実に音楽そのもの

のあり方を変えている。そのうち音楽も、AI（人工知能）が創る

時代が来る。まあ、人間がリスナーである以上はやはり作り手

も人間だろうけれど、AIが感情を数値化できた時にすごく近

いところまでいくんじゃないかなと思います。ただ、人として

の感情や経験の伝達に関しては、テクノロジーがどれだけ発

達しても、伝えきれないものがある。例えば、どんなに素晴ら

しい絶景をInstagramで見ても、なかなか鳥肌は立たないと

前作のvol.1は、コラボレーションしたアーティストとその場

でぶつかり合った時に生まれる熱量や摩擦を主にパッケー

ジにして創ったのですが、今回は「次世代のギターミュー

ジックとは何なのか」を突き詰めた先の答えというか、道標

になりうるアルバムになったと思います。僕はアーティストと

してロックに影響を受けて、ロックアーティストたちが築いて

きた道に影響を受けてきましたが、じゃあ、「僕が今、すべき

ことって何だろう？」と考えた時に、必ずしもロックフォーマッ

トでやることがすべてではないと思うんですね。むしろ逆と

いうか。ロックフォーマットにはこだわらず、「新しい未来の

音」にMIYAVIというアーティストのアイデンティティが表れて

いる作品、という感覚ですね。冬から開催するツアーに「Day 

2 Begins」というタイトルを付けたのですが、「ここからまた

新しいDAY 2 が始まる」という気持ちです。

留学先で、いっぱい友達をつくりました。

はい、ロサンゼルスに。本当は19歳か20歳の頃には英語を

習得しておきたいと思っていたんだけど、メジャーデビュー

をしたり、いろんな音楽活動をしたりしていく中で、なかなか

時間がなくて。それから、海外の人と出会ったり親しくなる

きっかけがあっても、英語が話せない自分のまま年を取って

いくのがどうしても嫌で。25歳の時に当時のマネジメント会

社とレコードレーベルに無理を言って活動を3カ月ストップ

させてもらいロサンゼルスへ飛びました。向こうでは英語だ

けじゃなく、ダンスも学んでいました。それこそ自分で発電機

を買って、ダンサーの友達たちを呼んで、サンタモニカとか

でストリートパフォーマンスをして、それで飯を食ってる他の

パフォーマーたちとケンカになりそうになりながらやってま

したね。

ゼロです。……いや、ゼロは言い過ぎか。「アイキャンノットス

ピークイングリッシュ」くらいはしゃべりましたよ。「僕は英語

がしゃべれません」。それが最初のひと言です。

今、日本では「グローバル」という単語をよく耳にしますが、

「英語を話すこと」っていうのは世界にコミットしていく上で

の“マナー”だと感じます。「ここの地域に住んでいる人の燃

えるゴミの日は月曜日ですよ」っていうルールと一緒だと僕

は思うんです。日本語の語彙力とか、深さ、重さ、美しさを大

事にする、ということとは別の話。それはそれでもちろん大

切にしていく。けれど、それはマナーを軽視する理由にはな

らない。現状、世界の共通言語が英語ってなってるんであれ

ば、それを使ってコミュニケーションを取るのが礼儀。実際

―そこからのスタートだったとは！ それは、今英語を全く

話せない人でも「自分も頑張れば話せるようになるか

も！」という自信になりそうです（笑）。

“I can’t speak English.”
から始まった語学留学。

―ユースホステル協会では、2015年に起こった欧州難民

危機（※3）の際、ドイツやスイスをはじめとするヨーロッ

パ諸国で冬の期間に難民・移民の受け入れをしていま

した。

レバノンを訪れて感じた、
難民問題の切実な課題。
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「エレクトリックギターを、ピックを使わずにすべて指で弾く」

という独自の“スラップ奏法”で世界中から注目を集め、

“サムライ・ギタリスト”として活躍するMIYAVIさん。

これまでに約30カ国300公演以上のライブと6度のワールドツアーを成功させ、

日本と海外の壁を一切感じさせない活躍を見せています。

そんなMIYAVIさんの語学留学時代のエピソードとは。

新たなライフワークとして活動を続けている

難民キャンプへの訪問を通じて見たこと、感じたこととは。

ロックスターとして輝き続けるMIYAVIさんの、

ステージ上では見られない知られざる一面に迫ります。

に、それができていないから日本はグローバルな社会でた

くさんのチャンス、機会を逃している。これは、畑違いの僕が

言うのもなんですが、国の責任だと思います。教育者の水準

含め、国を挙げてもっともっと良くしていかなければならな

いことだと思っています。

アンジー（※1）と出会い、彼女の難民問題への信念や活動に

感化されて、彼女が特使を務めているUNHCR（※2）を紹介し

てもらったのがきっかけです。レバノンに2度、タイには1度

行かせてもらいました。

そうだったんだ。難民の人たちはどんな様子でした？

レバノンは、国民の4分の1がシリアからの難民の方々という

状況。4分の1が外国人って、日本ではありえないじゃないで

すか。レバノン政府も自分の国の国民を守らないといけない

から、難民キャンプにいる大人たちは職業を得られなくて働

けない。だから、正直にっちもさっちもいかずどうしようもな

いという状況。その一方で、子どもたちが学校にも行けず、大

人に代わってがらくたを集めに行ったり、野菜をつくったりし

ている。彼らは物心ついた時にはすでにキャンプにいて、中

にはそこで生まれた子もいる。だから、彼らにとって難民キャ

ンプでの暮らしはスタンダードであり、ある種、デフォルトな

んですよね。特に印象的だったのは、僕がギターを弾いた時

の子どもたちの目の輝き。音楽のない日常を送っている分、

ギターが鳴ったときの、驚きや熱量がものすごくて。暗闇を

照らす灯火のような彼らの笑顔を、絶やさないでほしい、絶

やしてはいけないと、強く思いました。

「教育」です。第一に必要な、食べ物や水といったライフラ

インに関してはいろんな団体が協力し合っている中で、次

に大事になってくるのは、教育だと思います。

初めてキャンプに訪れた時に、メーカーから提供していた

だいたアコースティックギターやサッカーボールで子ども

たちと一緒に遊ぶ機会があったんですが、「じゃあ、みんな

で一緒にギターを弾こう」って列に順番に並ぶように呼び

かけたら、途中で殴り合いのケンカが始まったんです。普

通に血が出てるんですね。周りの大人たちも「まあ、子ども

同士のケンカだから」という感じでしたが、それこそ彼らが

そのまま大人になったらケンカではなくそれが、紛争の火

種になるわけでしょう。「共存するために、共有するという

ことの大切さ」を教わる機会をもっと増やさなければいけ

ない。これは難民キャンプだけじゃなく日本含め全世界に

言えることだと思います。読み書きはもちろん大事だけど、

モラルや哲学をどう教えてあげるのか。ここが将来的に、難

民問題を解決する上でも非常に重要なポイントのひとつ

だと思います。情勢の不安定な国に限らず、アメリカや他

の国だってそう。僕自身も、正直幼い時にもっとそういう教

育を受けたかったと思っています。「何をもって人として正

しいといえるのか」という教育。それが今、価値観の推移に

よって失われているのではないでしょうか。

自分のドアを開いたというか、自分のミッションがそこにあ

るんじゃないかという意味での気づきを得たのは、やっぱ

り難民キャンプに行ったことがきっかけだと思います。僕も

まだまだ勉強中の身です。アンジーに出会う前は何も知ら

なかったし。日本にいると、難民問題に関することだけじゃ

なく世界で起こってる事って聞こえてこないですよね。結局

のところ、自分のことで精いっぱいな人に、他人のことなん

か救えないんです。彼女の生き方を見て、UNHCRの活動に

参加して、やっと社会への「責任」や「還元」というものを考

えられるようになりました。

とは言え、僕も人間ですし、お坊さんになろうとしているわ

けじゃない。肉体を持っている以上は、食べることも、セック

スも、睡眠も、色んな経験をして、感覚を楽しむっていうこ

とも、自分の肉体に対してしてあげる必要があると思いま

す。それをどう両立してコントロールしていくかは、自分も

学んでいる最中です。ロックスターであり、子を持つ親でも

ある。昼があって、夜があって、男がいて、女がいて、光が

あって、影があって……そのバランスで物事が成り立って

いく中で、どのようにちゃんとサイクルさせられるかを自分

もまだ模索しています。

それはもちろん大きいです。今までは基本が一人称、例え

ば「これをしよう」「これを食べよう」だったのが、「これをし

てあげよう」「これを食べさせてあげよう」に変わる。小さな

規模ですが、“利己的”ではなく“利他的”に物事を考えられ

るようになったのは、やはり子を持つ事が大きなきっかけ

だったと思います。

まずベースとして、英語の教育をしっかりと充実させること。あ

とは、“モラル”。道徳ですよね。日本には宗教がないので、根本

的な倫理観を培うというか、人として何が正しいのかというこ

とを学ぶ機会がめっぽう少ないと感じます。大きくなってから

じゃなくて幼稚園・小学校の段階でしっかりと哲学を教わる場

がもっとあった方がいいと思います。

教育する環境に関しても、ただ「対価をもらって働いている」と

いうだけじゃなくて、「子どもたちの人格を形成する一端を

担っている」ということをちゃんと踏まえて教育ができる現場

であってほしい。

「争いのない世界になってほしい」とは思うけれど、人って争

うんですよね。成長過程においては、殴り合って初めて分か

る部分もある。だから、争いや競い合うことが完全になくなる

とは一概には言えない。だけど、子ども同士のケンカだった

ら、「殴り合ったら痛かったやろ？ 痛かったらやめようよ」って

言えるけど、戦争はそれでは済まされない。逆に、殴られたこ

とがないから加減が分からなくて、思いっきりひどいことをし

てしまうという場合もあるだろうし。

自分が音楽家としてやれるのは、目の前にいるオーディエンス

の心を躍らせること、そして、その輪を世界中に広げていくこ

と。少なくとも、音楽を聴いてノってる時はみんな気持ちがひと

つになれるじゃないですか。音楽を聴いて「かっけー！」「気持

ちいい！」「すげえ！」って、本当に心から感動してる瞬間って、た

ぶん殴り合いなんかしないでしょ？ 自分にできることがあると

すれば、そういう音楽を創って演奏することだと思っています。

人って、「WOW（ワオ）！」を感じた時に“希望”を感じ、そして

“未来”を感じるんだと思うんです。その驚きやドキドキ感、興

奮っていうのは、音楽を聴いたり、旅に出て、新しいものを見

て、新しい体験をして、新しい人たちと出会って……という経

験から生まれるもので、それが自分のバイタリティであり、モ

チベーションとなり、「明日は何が起こるんだろう」っていう明

日への意欲にもつながる。それがある種の人生の醍醐味な

んじゃないかと。僕は、それをギターで提供したいし、オー

ディエンスと共有したい。

いつかは死んでいく中で、肉体も、財産も、地位も名誉もなく

なっていく。その中で、どうやって自分の魂を磨いていくの

か。そして、人生自体にどんな意義を見いだせるのか。僕自身

も言ってみれば、死ぬまで終わらない旅の途中です。その過

程の中で、「世界中の人たちをどう躍らせるのか」という、ギ

ターを始めた頃の初期衝動に改めて立ち戻って、新しい音楽

を創り続けたいと思っています。

思うんです。それは単純に、人が感動する要素は視覚的な情

報だけじゃないから。そこに行くまでの道のりや、その場所の

においや温度、聞こえてくるもの……そのすべてが“経験”に

なるわけで。いつか脳みそに近い情報量を送れるドローン

のようなものが飛ばせるようになったら話は別ですが、現段

階においては実際に経験するということに勝るものはない

でしょう。そういう意味でも、旅をすることこそが人を育てる

のだと思いますし、特に若い世代の人たちにはいろんなとこ

ろに行っていろんな経験をしてもらいたい。よく「移動距離の

分だけ人は成長できる」っていうけど、それは、そういうこと

なんじゃないかと。かといって、同じ場所を行ったり来たりし

たってしょうがない。いろんなものを見て、聞いて、感じて、そ

して考えて、それをどう自分で咀嚼してアウトプットしていく

のかというプロセスが、きっと人を育てるんでしょうね。

日本の内側から「日本最高！」って叫ぶんじゃなくて、海外のい

ろんなところを見て、その上で「ああ、日本って最高だな」って

思えるかどうかって、本当に大事なことだと思います。僕自身

も、「日本固有の伝統って何だろう」とか、「何をもって自分た

ちは日本人なのか」っていうアイデンティティに意識がいくよ

うになったのは、海外に行くようになってから。他の国に行く

と、ヨーロッパの人もアメリカの人もアジアの人もみんな、そ

れぞれちゃんとそれを持ってるし、自分の国のことをちゃんと

語れる。「果たして自分は自分の国のことをどれだけ知って

いるのか」に気づくには、世界の人とコミュニケーションを取

れるようになることが大切だと思います。

MIYAVIさんのインタビューをYouTubeなどで見ると、

通訳を通さず自分でどんどん英語で答えていらっしゃい

ますが、英語はどうやって勉強されたんですか？

Q.

MIYAVIさんは2015年から難民キャンプを訪問なさっ

ているそうですね。どういった経緯で訪れることになっ

たのでしょうか。

Q.

難民の方と話をする機会があったのですが、実際にヨー

ロッパまで辿りつくことができた難民は、シリアの中でも比

較的恵まれた生活環境で生まれ育った人々が多いという

印象でした。MIYAVIさんは難民キャンプに実際に行って

みて、何を見て、どんなことを感じたのでしょうか。

Q.

たしか、語学を身につけるために25歳の時に3カ月留

学をされたんですよね。

Q.

ロサンゼルスに行った時の語学力はどのくらいだった

のでしょうか。

Q.

レバノンでの避難生活が長引くシリア難民の子どもたちと音楽の交流
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人と人との接点が変わってきているよね。これは単純に、テク

ノロジーの進化によっていろんなことがデジタル化されてい

るからだと思います。だって、言ってしまえば旅なんかしなく

てもアフリカの町をGoogleマップで見られるわけでしょ。こ

の過渡期は、音楽業界にも訪れていて、確実に音楽そのもの

のあり方を変えている。そのうち音楽も、AI（人工知能）が創る

時代が来る。まあ、人間がリスナーである以上はやはり作り手

も人間だろうけれど、AIが感情を数値化できた時にすごく近

いところまでいくんじゃないかなと思います。ただ、人として

の感情や経験の伝達に関しては、テクノロジーがどれだけ発

達しても、伝えきれないものがある。例えば、どんなに素晴ら

しい絶景をInstagramで見ても、なかなか鳥肌は立たないと

前作のvol.1は、コラボレーションしたアーティストとその場

でぶつかり合った時に生まれる熱量や摩擦を主にパッケー

ジにして創ったのですが、今回は「次世代のギターミュー

ジックとは何なのか」を突き詰めた先の答えというか、道標

になりうるアルバムになったと思います。僕はアーティストと

してロックに影響を受けて、ロックアーティストたちが築いて

きた道に影響を受けてきましたが、じゃあ、「僕が今、すべき

ことって何だろう？」と考えた時に、必ずしもロックフォーマッ

トでやることがすべてではないと思うんですね。むしろ逆と

いうか。ロックフォーマットにはこだわらず、「新しい未来の

音」にMIYAVIというアーティストのアイデンティティが表れて

いる作品、という感覚ですね。冬から開催するツアーに「Day 

2 Begins」というタイトルを付けたのですが、「ここからまた

新しいDAY 2 が始まる」という気持ちです。

留学先で、いっぱい友達をつくりました。

はい、ロサンゼルスに。本当は19歳か20歳の頃には英語を

習得しておきたいと思っていたんだけど、メジャーデビュー

をしたり、いろんな音楽活動をしたりしていく中で、なかなか

時間がなくて。それから、海外の人と出会ったり親しくなる

きっかけがあっても、英語が話せない自分のまま年を取って

いくのがどうしても嫌で。25歳の時に当時のマネジメント会

社とレコードレーベルに無理を言って活動を3カ月ストップ

させてもらいロサンゼルスへ飛びました。向こうでは英語だ

けじゃなく、ダンスも学んでいました。それこそ自分で発電機

を買って、ダンサーの友達たちを呼んで、サンタモニカとか

でストリートパフォーマンスをして、それで飯を食ってる他の

パフォーマーたちとケンカになりそうになりながらやってま

したね。

ゼロです。……いや、ゼロは言い過ぎか。「アイキャンノットス

ピークイングリッシュ」くらいはしゃべりましたよ。「僕は英語

がしゃべれません」。それが最初のひと言です。

今、日本では「グローバル」という単語をよく耳にしますが、

「英語を話すこと」っていうのは世界にコミットしていく上で

の“マナー”だと感じます。「ここの地域に住んでいる人の燃

えるゴミの日は月曜日ですよ」っていうルールと一緒だと僕

は思うんです。日本語の語彙力とか、深さ、重さ、美しさを大

事にする、ということとは別の話。それはそれでもちろん大

切にしていく。けれど、それはマナーを軽視する理由にはな

らない。現状、世界の共通言語が英語ってなってるんであれ

ば、それを使ってコミュニケーションを取るのが礼儀。実際

MIYAVIさんは今後、音楽活動を通じて世界をどういう

風に変えていきたいと思っていますか？

Q.

目の前にいる人の心を躍らせる
音楽を、世界中に広げたい。

MIYAVIさんの世界規模の考え方は、どのように養われ

ていったのでしょうか。

Q.

お子さんがいらっしゃるというのも、MIYAVIさんの人生

における価値観を形成する上で非常に大きいのでしょ

うか。

Q.

お子さんの存在や難民キャンプでの子どもたちとの交

流を通じて、教育の大切さについて考えることが多い

MIYAVIさん。今後10年、15年というスパンで考えた時

に、日本の教育がどうなったらいいだろうというイメー

ジがあれば、ぜひお聞かせください。

Q.

自分のことで精いっぱいな人に、
他人は救えない。

1981年生まれ。エレクトリックギターをピックを使わずにすべて指で弾くという独自の“ス

ラップ奏法”でギタリストとして世界中から注目を集め、これまでに約30カ国300公演以上

のライブと共に、6度のワールドツアーを成功させている。

2015年にグラミー受賞チーム“ドリュー&シャノン”をプロデューサーに迎え、全編ナッシュ

ビルとL.A.でレコーディングされたアルバム『The Others』をリリース。2016年に8月には

Lenny Skolnikをプロデューサーに迎え『Fire Bird』をリリース。2017年はデビュー15周年

を迎えベストアルバムをリリース。

また、アンジェリーナ・ジョリー監督映画『Unbroken』（2016年日本公開）では俳優として

ハリウッドデビューも果たしたほか、映画『Mission: Impossible ‒Rogue Nation』日本版

テーマソングのアレンジ制作、SMAPへの楽曲提供をはじめ様々なアーティスト作品へ参

加するなど、国内外のアーティスト/クリエイターから高い評価を受けている。

常に世界に向けて挑戦を続ける“サムライ・ギタリスト”であり、ワールドワイドに活躍する

今後最も期待のおける日本人アーティストの一人である。

MIYAVI
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に、それができていないから日本はグローバルな社会でた

くさんのチャンス、機会を逃している。これは、畑違いの僕が

言うのもなんですが、国の責任だと思います。教育者の水準

含め、国を挙げてもっともっと良くしていかなければならな

いことだと思っています。

アンジー（※1）と出会い、彼女の難民問題への信念や活動に

感化されて、彼女が特使を務めているUNHCR（※2）を紹介し

てもらったのがきっかけです。レバノンに2度、タイには1度

行かせてもらいました。

そうだったんだ。難民の人たちはどんな様子でした？

レバノンは、国民の4分の1がシリアからの難民の方々という

状況。4分の1が外国人って、日本ではありえないじゃないで

すか。レバノン政府も自分の国の国民を守らないといけない

から、難民キャンプにいる大人たちは職業を得られなくて働

けない。だから、正直にっちもさっちもいかずどうしようもな

いという状況。その一方で、子どもたちが学校にも行けず、大

人に代わってがらくたを集めに行ったり、野菜をつくったりし

ている。彼らは物心ついた時にはすでにキャンプにいて、中

にはそこで生まれた子もいる。だから、彼らにとって難民キャ

ンプでの暮らしはスタンダードであり、ある種、デフォルトな

んですよね。特に印象的だったのは、僕がギターを弾いた時

の子どもたちの目の輝き。音楽のない日常を送っている分、

ギターが鳴ったときの、驚きや熱量がものすごくて。暗闇を

照らす灯火のような彼らの笑顔を、絶やさないでほしい、絶

やしてはいけないと、強く思いました。

「教育」です。第一に必要な、食べ物や水といったライフラ

インに関してはいろんな団体が協力し合っている中で、次

に大事になってくるのは、教育だと思います。

初めてキャンプに訪れた時に、メーカーから提供していた

だいたアコースティックギターやサッカーボールで子ども

たちと一緒に遊ぶ機会があったんですが、「じゃあ、みんな

で一緒にギターを弾こう」って列に順番に並ぶように呼び

かけたら、途中で殴り合いのケンカが始まったんです。普

通に血が出てるんですね。周りの大人たちも「まあ、子ども

同士のケンカだから」という感じでしたが、それこそ彼らが

そのまま大人になったらケンカではなくそれが、紛争の火

種になるわけでしょう。「共存するために、共有するという

ことの大切さ」を教わる機会をもっと増やさなければいけ

ない。これは難民キャンプだけじゃなく日本含め全世界に

言えることだと思います。読み書きはもちろん大事だけど、

モラルや哲学をどう教えてあげるのか。ここが将来的に、難

民問題を解決する上でも非常に重要なポイントのひとつ

だと思います。情勢の不安定な国に限らず、アメリカや他

の国だってそう。僕自身も、正直幼い時にもっとそういう教

育を受けたかったと思っています。「何をもって人として正

しいといえるのか」という教育。それが今、価値観の推移に

よって失われているのではないでしょうか。

自分のドアを開いたというか、自分のミッションがそこにあ

るんじゃないかという意味での気づきを得たのは、やっぱ

り難民キャンプに行ったことがきっかけだと思います。僕も

まだまだ勉強中の身です。アンジーに出会う前は何も知ら

なかったし。日本にいると、難民問題に関することだけじゃ

なく世界で起こってる事って聞こえてこないですよね。結局

のところ、自分のことで精いっぱいな人に、他人のことなん

か救えないんです。彼女の生き方を見て、UNHCRの活動に

参加して、やっと社会への「責任」や「還元」というものを考

えられるようになりました。

とは言え、僕も人間ですし、お坊さんになろうとしているわ

けじゃない。肉体を持っている以上は、食べることも、セック

スも、睡眠も、色んな経験をして、感覚を楽しむっていうこ

とも、自分の肉体に対してしてあげる必要があると思いま

す。それをどう両立してコントロールしていくかは、自分も

学んでいる最中です。ロックスターであり、子を持つ親でも

ある。昼があって、夜があって、男がいて、女がいて、光が

あって、影があって……そのバランスで物事が成り立って

いく中で、どのようにちゃんとサイクルさせられるかを自分

もまだ模索しています。

それはもちろん大きいです。今までは基本が一人称、例え

ば「これをしよう」「これを食べよう」だったのが、「これをし

てあげよう」「これを食べさせてあげよう」に変わる。小さな

規模ですが、“利己的”ではなく“利他的”に物事を考えられ

るようになったのは、やはり子を持つ事が大きなきっかけ

だったと思います。

まずベースとして、英語の教育をしっかりと充実させること。あ

とは、“モラル”。道徳ですよね。日本には宗教がないので、根本

的な倫理観を培うというか、人として何が正しいのかというこ

とを学ぶ機会がめっぽう少ないと感じます。大きくなってから

じゃなくて幼稚園・小学校の段階でしっかりと哲学を教わる場

がもっとあった方がいいと思います。

教育する環境に関しても、ただ「対価をもらって働いている」と

いうだけじゃなくて、「子どもたちの人格を形成する一端を

担っている」ということをちゃんと踏まえて教育ができる現場

であってほしい。

「争いのない世界になってほしい」とは思うけれど、人って争

うんですよね。成長過程においては、殴り合って初めて分か

る部分もある。だから、争いや競い合うことが完全になくなる

とは一概には言えない。だけど、子ども同士のケンカだった

ら、「殴り合ったら痛かったやろ？ 痛かったらやめようよ」って

言えるけど、戦争はそれでは済まされない。逆に、殴られたこ

とがないから加減が分からなくて、思いっきりひどいことをし

てしまうという場合もあるだろうし。

自分が音楽家としてやれるのは、目の前にいるオーディエンス

の心を躍らせること、そして、その輪を世界中に広げていくこ

と。少なくとも、音楽を聴いてノってる時はみんな気持ちがひと

つになれるじゃないですか。音楽を聴いて「かっけー！」「気持

ちいい！」「すげえ！」って、本当に心から感動してる瞬間って、た

ぶん殴り合いなんかしないでしょ？ 自分にできることがあると

すれば、そういう音楽を創って演奏することだと思っています。

人って、「WOW（ワオ）！」を感じた時に“希望”を感じ、そして

“未来”を感じるんだと思うんです。その驚きやドキドキ感、興

奮っていうのは、音楽を聴いたり、旅に出て、新しいものを見

て、新しい体験をして、新しい人たちと出会って……という経

験から生まれるもので、それが自分のバイタリティであり、モ

チベーションとなり、「明日は何が起こるんだろう」っていう明

日への意欲にもつながる。それがある種の人生の醍醐味な

んじゃないかと。僕は、それをギターで提供したいし、オー

ディエンスと共有したい。

いつかは死んでいく中で、肉体も、財産も、地位も名誉もなく

なっていく。その中で、どうやって自分の魂を磨いていくの

か。そして、人生自体にどんな意義を見いだせるのか。僕自身

も言ってみれば、死ぬまで終わらない旅の途中です。その過

程の中で、「世界中の人たちをどう躍らせるのか」という、ギ

ターを始めた頃の初期衝動に改めて立ち戻って、新しい音楽

を創り続けたいと思っています。

思うんです。それは単純に、人が感動する要素は視覚的な情

報だけじゃないから。そこに行くまでの道のりや、その場所の

においや温度、聞こえてくるもの……そのすべてが“経験”に

なるわけで。いつか脳みそに近い情報量を送れるドローン

のようなものが飛ばせるようになったら話は別ですが、現段

階においては実際に経験するということに勝るものはない

でしょう。そういう意味でも、旅をすることこそが人を育てる

のだと思いますし、特に若い世代の人たちにはいろんなとこ

ろに行っていろんな経験をしてもらいたい。よく「移動距離の

分だけ人は成長できる」っていうけど、それは、そういうこと

なんじゃないかと。かといって、同じ場所を行ったり来たりし

たってしょうがない。いろんなものを見て、聞いて、感じて、そ

して考えて、それをどう自分で咀嚼してアウトプットしていく

のかというプロセスが、きっと人を育てるんでしょうね。

日本の内側から「日本最高！」って叫ぶんじゃなくて、海外のい

ろんなところを見て、その上で「ああ、日本って最高だな」って

思えるかどうかって、本当に大事なことだと思います。僕自身

も、「日本固有の伝統って何だろう」とか、「何をもって自分た

ちは日本人なのか」っていうアイデンティティに意識がいくよ

うになったのは、海外に行くようになってから。他の国に行く

と、ヨーロッパの人もアメリカの人もアジアの人もみんな、そ

れぞれちゃんとそれを持ってるし、自分の国のことをちゃんと

語れる。「果たして自分は自分の国のことをどれだけ知って

いるのか」に気づくには、世界の人とコミュニケーションを取

れるようになることが大切だと思います。

今、彼らに必要なものとは何でしょうか。Q.

※1…アンジェリーナ・ジョリー。彼女が監督を務めた『Unbroken』にMIYAVIさんが
出演したことがきっかけで親交が深まったという。

※2…国連難民高等弁務官事務所。主に難民の避難先での生活や、第三国定住など
のサポートを行う機関。

※3…シリア内戦をはじめ地域紛争の長期化を背景に、中東やアフリカから地中海
を経て欧州へ難民らが殺到。最も深刻化した2015年は、ドイツを中心に欧州
に入った保護申請希望者数が計100万人以上に達した。

多くの難民の子どもたちにとって初めてのロック・コンサート

あの山の向こうは祖国シリア。子どもたちとサッカーに興ずる

難民有志で始めた自習室に集うシリア難民にタブレット端末のデモ
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人と人との接点が変わってきているよね。これは単純に、テク

ノロジーの進化によっていろんなことがデジタル化されてい

るからだと思います。だって、言ってしまえば旅なんかしなく

てもアフリカの町をGoogleマップで見られるわけでしょ。こ

の過渡期は、音楽業界にも訪れていて、確実に音楽そのもの

のあり方を変えている。そのうち音楽も、AI（人工知能）が創る

時代が来る。まあ、人間がリスナーである以上はやはり作り手

も人間だろうけれど、AIが感情を数値化できた時にすごく近

いところまでいくんじゃないかなと思います。ただ、人として

の感情や経験の伝達に関しては、テクノロジーがどれだけ発

達しても、伝えきれないものがある。例えば、どんなに素晴ら

しい絶景をInstagramで見ても、なかなか鳥肌は立たないと

前作のvol.1は、コラボレーションしたアーティストとその場

でぶつかり合った時に生まれる熱量や摩擦を主にパッケー

ジにして創ったのですが、今回は「次世代のギターミュー

ジックとは何なのか」を突き詰めた先の答えというか、道標

になりうるアルバムになったと思います。僕はアーティストと

してロックに影響を受けて、ロックアーティストたちが築いて

きた道に影響を受けてきましたが、じゃあ、「僕が今、すべき

ことって何だろう？」と考えた時に、必ずしもロックフォーマッ

トでやることがすべてではないと思うんですね。むしろ逆と

いうか。ロックフォーマットにはこだわらず、「新しい未来の

音」にMIYAVIというアーティストのアイデンティティが表れて

いる作品、という感覚ですね。冬から開催するツアーに「Day 

2 Begins」というタイトルを付けたのですが、「ここからまた

新しいDAY 2 が始まる」という気持ちです。

留学先で、いっぱい友達をつくりました。

はい、ロサンゼルスに。本当は19歳か20歳の頃には英語を

習得しておきたいと思っていたんだけど、メジャーデビュー

をしたり、いろんな音楽活動をしたりしていく中で、なかなか

時間がなくて。それから、海外の人と出会ったり親しくなる

きっかけがあっても、英語が話せない自分のまま年を取って

いくのがどうしても嫌で。25歳の時に当時のマネジメント会

社とレコードレーベルに無理を言って活動を3カ月ストップ

させてもらいロサンゼルスへ飛びました。向こうでは英語だ

けじゃなく、ダンスも学んでいました。それこそ自分で発電機

を買って、ダンサーの友達たちを呼んで、サンタモニカとか

でストリートパフォーマンスをして、それで飯を食ってる他の

パフォーマーたちとケンカになりそうになりながらやってま

したね。

ゼロです。……いや、ゼロは言い過ぎか。「アイキャンノットス

ピークイングリッシュ」くらいはしゃべりましたよ。「僕は英語

がしゃべれません」。それが最初のひと言です。

今、日本では「グローバル」という単語をよく耳にしますが、

「英語を話すこと」っていうのは世界にコミットしていく上で

の“マナー”だと感じます。「ここの地域に住んでいる人の燃

えるゴミの日は月曜日ですよ」っていうルールと一緒だと僕

は思うんです。日本語の語彙力とか、深さ、重さ、美しさを大

事にする、ということとは別の話。それはそれでもちろん大

切にしていく。けれど、それはマナーを軽視する理由にはな

らない。現状、世界の共通言語が英語ってなってるんであれ

ば、それを使ってコミュニケーションを取るのが礼儀。実際

MIYAVIさんは今後、音楽活動を通じて世界をどういう

風に変えていきたいと思っていますか？

Q.

目の前にいる人の心を躍らせる
音楽を、世界中に広げたい。

MIYAVIさんの世界規模の考え方は、どのように養われ

ていったのでしょうか。

Q.

お子さんがいらっしゃるというのも、MIYAVIさんの人生

における価値観を形成する上で非常に大きいのでしょ

うか。

Q.

お子さんの存在や難民キャンプでの子どもたちとの交

流を通じて、教育の大切さについて考えることが多い

MIYAVIさん。今後10年、15年というスパンで考えた時

に、日本の教育がどうなったらいいだろうというイメー

ジがあれば、ぜひお聞かせください。

Q.

自分のことで精いっぱいな人に、
他人は救えない。

1981年生まれ。エレクトリックギターをピックを使わずにすべて指で弾くという独自の“ス

ラップ奏法”でギタリストとして世界中から注目を集め、これまでに約30カ国300公演以上

のライブと共に、6度のワールドツアーを成功させている。

2015年にグラミー受賞チーム“ドリュー&シャノン”をプロデューサーに迎え、全編ナッシュ

ビルとL.A.でレコーディングされたアルバム『The Others』をリリース。2016年に8月には

Lenny Skolnikをプロデューサーに迎え『Fire Bird』をリリース。2017年はデビュー15周年

を迎えベストアルバムをリリース。

また、アンジェリーナ・ジョリー監督映画『Unbroken』（2016年日本公開）では俳優として

ハリウッドデビューも果たしたほか、映画『Mission: Impossible ‒Rogue Nation』日本版

テーマソングのアレンジ制作、SMAPへの楽曲提供をはじめ様々なアーティスト作品へ参

加するなど、国内外のアーティスト/クリエイターから高い評価を受けている。

常に世界に向けて挑戦を続ける“サムライ・ギタリスト”であり、ワールドワイドに活躍する

今後最も期待のおける日本人アーティストの一人である。
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に、それができていないから日本はグローバルな社会でた

くさんのチャンス、機会を逃している。これは、畑違いの僕が

言うのもなんですが、国の責任だと思います。教育者の水準

含め、国を挙げてもっともっと良くしていかなければならな

いことだと思っています。

アンジー（※1）と出会い、彼女の難民問題への信念や活動に

感化されて、彼女が特使を務めているUNHCR（※2）を紹介し

てもらったのがきっかけです。レバノンに2度、タイには1度

行かせてもらいました。

そうだったんだ。難民の人たちはどんな様子でした？

レバノンは、国民の4分の1がシリアからの難民の方々という

状況。4分の1が外国人って、日本ではありえないじゃないで

すか。レバノン政府も自分の国の国民を守らないといけない

から、難民キャンプにいる大人たちは職業を得られなくて働

けない。だから、正直にっちもさっちもいかずどうしようもな

いという状況。その一方で、子どもたちが学校にも行けず、大

人に代わってがらくたを集めに行ったり、野菜をつくったりし

ている。彼らは物心ついた時にはすでにキャンプにいて、中

にはそこで生まれた子もいる。だから、彼らにとって難民キャ

ンプでの暮らしはスタンダードであり、ある種、デフォルトな

んですよね。特に印象的だったのは、僕がギターを弾いた時

の子どもたちの目の輝き。音楽のない日常を送っている分、

ギターが鳴ったときの、驚きや熱量がものすごくて。暗闇を

照らす灯火のような彼らの笑顔を、絶やさないでほしい、絶

やしてはいけないと、強く思いました。

「教育」です。第一に必要な、食べ物や水といったライフラ

インに関してはいろんな団体が協力し合っている中で、次

に大事になってくるのは、教育だと思います。

初めてキャンプに訪れた時に、メーカーから提供していた

だいたアコースティックギターやサッカーボールで子ども

たちと一緒に遊ぶ機会があったんですが、「じゃあ、みんな

で一緒にギターを弾こう」って列に順番に並ぶように呼び

かけたら、途中で殴り合いのケンカが始まったんです。普

通に血が出てるんですね。周りの大人たちも「まあ、子ども

同士のケンカだから」という感じでしたが、それこそ彼らが

そのまま大人になったらケンカではなくそれが、紛争の火

種になるわけでしょう。「共存するために、共有するという

ことの大切さ」を教わる機会をもっと増やさなければいけ

ない。これは難民キャンプだけじゃなく日本含め全世界に

言えることだと思います。読み書きはもちろん大事だけど、

モラルや哲学をどう教えてあげるのか。ここが将来的に、難

民問題を解決する上でも非常に重要なポイントのひとつ

だと思います。情勢の不安定な国に限らず、アメリカや他

の国だってそう。僕自身も、正直幼い時にもっとそういう教

育を受けたかったと思っています。「何をもって人として正

しいといえるのか」という教育。それが今、価値観の推移に

よって失われているのではないでしょうか。

自分のドアを開いたというか、自分のミッションがそこにあ

るんじゃないかという意味での気づきを得たのは、やっぱ

り難民キャンプに行ったことがきっかけだと思います。僕も

まだまだ勉強中の身です。アンジーに出会う前は何も知ら

なかったし。日本にいると、難民問題に関することだけじゃ

なく世界で起こってる事って聞こえてこないですよね。結局

のところ、自分のことで精いっぱいな人に、他人のことなん

か救えないんです。彼女の生き方を見て、UNHCRの活動に

参加して、やっと社会への「責任」や「還元」というものを考

えられるようになりました。

とは言え、僕も人間ですし、お坊さんになろうとしているわ

けじゃない。肉体を持っている以上は、食べることも、セック

スも、睡眠も、色んな経験をして、感覚を楽しむっていうこ

とも、自分の肉体に対してしてあげる必要があると思いま

す。それをどう両立してコントロールしていくかは、自分も

学んでいる最中です。ロックスターであり、子を持つ親でも

ある。昼があって、夜があって、男がいて、女がいて、光が

あって、影があって……そのバランスで物事が成り立って

いく中で、どのようにちゃんとサイクルさせられるかを自分

もまだ模索しています。

それはもちろん大きいです。今までは基本が一人称、例え

ば「これをしよう」「これを食べよう」だったのが、「これをし

てあげよう」「これを食べさせてあげよう」に変わる。小さな

規模ですが、“利己的”ではなく“利他的”に物事を考えられ

るようになったのは、やはり子を持つ事が大きなきっかけ

だったと思います。

まずベースとして、英語の教育をしっかりと充実させること。あ

とは、“モラル”。道徳ですよね。日本には宗教がないので、根本

的な倫理観を培うというか、人として何が正しいのかというこ

とを学ぶ機会がめっぽう少ないと感じます。大きくなってから

じゃなくて幼稚園・小学校の段階でしっかりと哲学を教わる場

がもっとあった方がいいと思います。

教育する環境に関しても、ただ「対価をもらって働いている」と

いうだけじゃなくて、「子どもたちの人格を形成する一端を

担っている」ということをちゃんと踏まえて教育ができる現場

であってほしい。

「争いのない世界になってほしい」とは思うけれど、人って争

うんですよね。成長過程においては、殴り合って初めて分か

る部分もある。だから、争いや競い合うことが完全になくなる

とは一概には言えない。だけど、子ども同士のケンカだった

ら、「殴り合ったら痛かったやろ？ 痛かったらやめようよ」って

言えるけど、戦争はそれでは済まされない。逆に、殴られたこ

とがないから加減が分からなくて、思いっきりひどいことをし

てしまうという場合もあるだろうし。

自分が音楽家としてやれるのは、目の前にいるオーディエンス

の心を躍らせること、そして、その輪を世界中に広げていくこ

と。少なくとも、音楽を聴いてノってる時はみんな気持ちがひと

つになれるじゃないですか。音楽を聴いて「かっけー！」「気持

ちいい！」「すげえ！」って、本当に心から感動してる瞬間って、た

ぶん殴り合いなんかしないでしょ？ 自分にできることがあると

すれば、そういう音楽を創って演奏することだと思っています。

人って、「WOW（ワオ）！」を感じた時に“希望”を感じ、そして

“未来”を感じるんだと思うんです。その驚きやドキドキ感、興

奮っていうのは、音楽を聴いたり、旅に出て、新しいものを見

て、新しい体験をして、新しい人たちと出会って……という経

験から生まれるもので、それが自分のバイタリティであり、モ

チベーションとなり、「明日は何が起こるんだろう」っていう明

日への意欲にもつながる。それがある種の人生の醍醐味な

んじゃないかと。僕は、それをギターで提供したいし、オー

ディエンスと共有したい。

いつかは死んでいく中で、肉体も、財産も、地位も名誉もなく

なっていく。その中で、どうやって自分の魂を磨いていくの

か。そして、人生自体にどんな意義を見いだせるのか。僕自身

も言ってみれば、死ぬまで終わらない旅の途中です。その過

程の中で、「世界中の人たちをどう躍らせるのか」という、ギ

ターを始めた頃の初期衝動に改めて立ち戻って、新しい音楽

を創り続けたいと思っています。

思うんです。それは単純に、人が感動する要素は視覚的な情

報だけじゃないから。そこに行くまでの道のりや、その場所の

においや温度、聞こえてくるもの……そのすべてが“経験”に

なるわけで。いつか脳みそに近い情報量を送れるドローン

のようなものが飛ばせるようになったら話は別ですが、現段

階においては実際に経験するということに勝るものはない

でしょう。そういう意味でも、旅をすることこそが人を育てる

のだと思いますし、特に若い世代の人たちにはいろんなとこ

ろに行っていろんな経験をしてもらいたい。よく「移動距離の

分だけ人は成長できる」っていうけど、それは、そういうこと

なんじゃないかと。かといって、同じ場所を行ったり来たりし

たってしょうがない。いろんなものを見て、聞いて、感じて、そ

して考えて、それをどう自分で咀嚼してアウトプットしていく

のかというプロセスが、きっと人を育てるんでしょうね。

日本の内側から「日本最高！」って叫ぶんじゃなくて、海外のい

ろんなところを見て、その上で「ああ、日本って最高だな」って

思えるかどうかって、本当に大事なことだと思います。僕自身

も、「日本固有の伝統って何だろう」とか、「何をもって自分た

ちは日本人なのか」っていうアイデンティティに意識がいくよ

うになったのは、海外に行くようになってから。他の国に行く

と、ヨーロッパの人もアメリカの人もアジアの人もみんな、そ

れぞれちゃんとそれを持ってるし、自分の国のことをちゃんと

語れる。「果たして自分は自分の国のことをどれだけ知って

いるのか」に気づくには、世界の人とコミュニケーションを取

れるようになることが大切だと思います。

今、彼らに必要なものとは何でしょうか。Q.

※1…アンジェリーナ・ジョリー。彼女が監督を務めた『Unbroken』にMIYAVIさんが
出演したことがきっかけで親交が深まったという。

※2…国連難民高等弁務官事務所。主に難民の避難先での生活や、第三国定住など
のサポートを行う機関。

※3…シリア内戦をはじめ地域紛争の長期化を背景に、中東やアフリカから地中海
を経て欧州へ難民らが殺到。最も深刻化した2015年は、ドイツを中心に欧州
に入った保護申請希望者数が計100万人以上に達した。

多くの難民の子どもたちにとって初めてのロック・コンサート

あの山の向こうは祖国シリア。子どもたちとサッカーに興ずる

難民有志で始めた自習室に集うシリア難民にタブレット端末のデモ
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人と人との接点が変わってきているよね。これは単純に、テク

ノロジーの進化によっていろんなことがデジタル化されてい

るからだと思います。だって、言ってしまえば旅なんかしなく

てもアフリカの町をGoogleマップで見られるわけでしょ。こ

の過渡期は、音楽業界にも訪れていて、確実に音楽そのもの

のあり方を変えている。そのうち音楽も、AI（人工知能）が創る

時代が来る。まあ、人間がリスナーである以上はやはり作り手

も人間だろうけれど、AIが感情を数値化できた時にすごく近

いところまでいくんじゃないかなと思います。ただ、人として

の感情や経験の伝達に関しては、テクノロジーがどれだけ発

達しても、伝えきれないものがある。例えば、どんなに素晴ら

しい絶景をInstagramで見ても、なかなか鳥肌は立たないと

前作のvol.1は、コラボレーションしたアーティストとその場

でぶつかり合った時に生まれる熱量や摩擦を主にパッケー

ジにして創ったのですが、今回は「次世代のギターミュー

ジックとは何なのか」を突き詰めた先の答えというか、道標

になりうるアルバムになったと思います。僕はアーティストと

してロックに影響を受けて、ロックアーティストたちが築いて

きた道に影響を受けてきましたが、じゃあ、「僕が今、すべき

ことって何だろう？」と考えた時に、必ずしもロックフォーマッ

トでやることがすべてではないと思うんですね。むしろ逆と

いうか。ロックフォーマットにはこだわらず、「新しい未来の

音」にMIYAVIというアーティストのアイデンティティが表れて

いる作品、という感覚ですね。冬から開催するツアーに「Day 

2 Begins」というタイトルを付けたのですが、「ここからまた

新しいDAY 2 が始まる」という気持ちです。

留学先で、いっぱい友達をつくりました。

はい、ロサンゼルスに。本当は19歳か20歳の頃には英語を

習得しておきたいと思っていたんだけど、メジャーデビュー

をしたり、いろんな音楽活動をしたりしていく中で、なかなか

時間がなくて。それから、海外の人と出会ったり親しくなる

きっかけがあっても、英語が話せない自分のまま年を取って

いくのがどうしても嫌で。25歳の時に当時のマネジメント会

社とレコードレーベルに無理を言って活動を3カ月ストップ

させてもらいロサンゼルスへ飛びました。向こうでは英語だ

けじゃなく、ダンスも学んでいました。それこそ自分で発電機

を買って、ダンサーの友達たちを呼んで、サンタモニカとか

でストリートパフォーマンスをして、それで飯を食ってる他の

パフォーマーたちとケンカになりそうになりながらやってま

したね。

ゼロです。……いや、ゼロは言い過ぎか。「アイキャンノットス

ピークイングリッシュ」くらいはしゃべりましたよ。「僕は英語

がしゃべれません」。それが最初のひと言です。

今、日本では「グローバル」という単語をよく耳にしますが、

「英語を話すこと」っていうのは世界にコミットしていく上で

の“マナー”だと感じます。「ここの地域に住んでいる人の燃

えるゴミの日は月曜日ですよ」っていうルールと一緒だと僕

は思うんです。日本語の語彙力とか、深さ、重さ、美しさを大

事にする、ということとは別の話。それはそれでもちろん大

切にしていく。けれど、それはマナーを軽視する理由にはな

らない。現状、世界の共通言語が英語ってなってるんであれ

ば、それを使ってコミュニケーションを取るのが礼儀。実際

そのためには、海外に旅に出てみるのも選択肢のひと

つなのでしょうか。

Q.に、それができていないから日本はグローバルな社会でた

くさんのチャンス、機会を逃している。これは、畑違いの僕が

言うのもなんですが、国の責任だと思います。教育者の水準

含め、国を挙げてもっともっと良くしていかなければならな

いことだと思っています。

アンジー（※1）と出会い、彼女の難民問題への信念や活動に

感化されて、彼女が特使を務めているUNHCR（※2）を紹介し

てもらったのがきっかけです。レバノンに2度、タイには1度

行かせてもらいました。

そうだったんだ。難民の人たちはどんな様子でした？

レバノンは、国民の4分の1がシリアからの難民の方々という

状況。4分の1が外国人って、日本ではありえないじゃないで

すか。レバノン政府も自分の国の国民を守らないといけない

から、難民キャンプにいる大人たちは職業を得られなくて働

けない。だから、正直にっちもさっちもいかずどうしようもな

いという状況。その一方で、子どもたちが学校にも行けず、大

人に代わってがらくたを集めに行ったり、野菜をつくったりし

ている。彼らは物心ついた時にはすでにキャンプにいて、中

にはそこで生まれた子もいる。だから、彼らにとって難民キャ

ンプでの暮らしはスタンダードであり、ある種、デフォルトな

んですよね。特に印象的だったのは、僕がギターを弾いた時

の子どもたちの目の輝き。音楽のない日常を送っている分、

ギターが鳴ったときの、驚きや熱量がものすごくて。暗闇を

照らす灯火のような彼らの笑顔を、絶やさないでほしい、絶

やしてはいけないと、強く思いました。

「教育」です。第一に必要な、食べ物や水といったライフラ

インに関してはいろんな団体が協力し合っている中で、次

に大事になってくるのは、教育だと思います。

初めてキャンプに訪れた時に、メーカーから提供していた

だいたアコースティックギターやサッカーボールで子ども

たちと一緒に遊ぶ機会があったんですが、「じゃあ、みんな

で一緒にギターを弾こう」って列に順番に並ぶように呼び

かけたら、途中で殴り合いのケンカが始まったんです。普

通に血が出てるんですね。周りの大人たちも「まあ、子ども

同士のケンカだから」という感じでしたが、それこそ彼らが

そのまま大人になったらケンカではなくそれが、紛争の火

種になるわけでしょう。「共存するために、共有するという

ことの大切さ」を教わる機会をもっと増やさなければいけ

ない。これは難民キャンプだけじゃなく日本含め全世界に

言えることだと思います。読み書きはもちろん大事だけど、

モラルや哲学をどう教えてあげるのか。ここが将来的に、難

民問題を解決する上でも非常に重要なポイントのひとつ

だと思います。情勢の不安定な国に限らず、アメリカや他

の国だってそう。僕自身も、正直幼い時にもっとそういう教

育を受けたかったと思っています。「何をもって人として正

しいといえるのか」という教育。それが今、価値観の推移に

よって失われているのではないでしょうか。

自分のドアを開いたというか、自分のミッションがそこにあ

るんじゃないかという意味での気づきを得たのは、やっぱ

り難民キャンプに行ったことがきっかけだと思います。僕も

まだまだ勉強中の身です。アンジーに出会う前は何も知ら

なかったし。日本にいると、難民問題に関することだけじゃ

なく世界で起こってる事って聞こえてこないですよね。結局

のところ、自分のことで精いっぱいな人に、他人のことなん

か救えないんです。彼女の生き方を見て、UNHCRの活動に

参加して、やっと社会への「責任」や「還元」というものを考

えられるようになりました。

とは言え、僕も人間ですし、お坊さんになろうとしているわ

けじゃない。肉体を持っている以上は、食べることも、セック

スも、睡眠も、色んな経験をして、感覚を楽しむっていうこ

とも、自分の肉体に対してしてあげる必要があると思いま

す。それをどう両立してコントロールしていくかは、自分も

学んでいる最中です。ロックスターであり、子を持つ親でも

ある。昼があって、夜があって、男がいて、女がいて、光が

あって、影があって……そのバランスで物事が成り立って

いく中で、どのようにちゃんとサイクルさせられるかを自分

もまだ模索しています。

それはもちろん大きいです。今までは基本が一人称、例え

ば「これをしよう」「これを食べよう」だったのが、「これをし

てあげよう」「これを食べさせてあげよう」に変わる。小さな

規模ですが、“利己的”ではなく“利他的”に物事を考えられ

るようになったのは、やはり子を持つ事が大きなきっかけ

だったと思います。

まずベースとして、英語の教育をしっかりと充実させること。あ

とは、“モラル”。道徳ですよね。日本には宗教がないので、根本

的な倫理観を培うというか、人として何が正しいのかというこ

とを学ぶ機会がめっぽう少ないと感じます。大きくなってから

じゃなくて幼稚園・小学校の段階でしっかりと哲学を教わる場

がもっとあった方がいいと思います。

教育する環境に関しても、ただ「対価をもらって働いている」と

いうだけじゃなくて、「子どもたちの人格を形成する一端を

担っている」ということをちゃんと踏まえて教育ができる現場

であってほしい。

「争いのない世界になってほしい」とは思うけれど、人って争

うんですよね。成長過程においては、殴り合って初めて分か

る部分もある。だから、争いや競い合うことが完全になくなる

とは一概には言えない。だけど、子ども同士のケンカだった

ら、「殴り合ったら痛かったやろ？ 痛かったらやめようよ」って

言えるけど、戦争はそれでは済まされない。逆に、殴られたこ

とがないから加減が分からなくて、思いっきりひどいことをし

てしまうという場合もあるだろうし。

自分が音楽家としてやれるのは、目の前にいるオーディエンス

の心を躍らせること、そして、その輪を世界中に広げていくこ

と。少なくとも、音楽を聴いてノってる時はみんな気持ちがひと

つになれるじゃないですか。音楽を聴いて「かっけー！」「気持

ちいい！」「すげえ！」って、本当に心から感動してる瞬間って、た

ぶん殴り合いなんかしないでしょ？ 自分にできることがあると

すれば、そういう音楽を創って演奏することだと思っています。

人って、「WOW（ワオ）！」を感じた時に“希望”を感じ、そして

“未来”を感じるんだと思うんです。その驚きやドキドキ感、興

奮っていうのは、音楽を聴いたり、旅に出て、新しいものを見

て、新しい体験をして、新しい人たちと出会って……という経

験から生まれるもので、それが自分のバイタリティであり、モ

チベーションとなり、「明日は何が起こるんだろう」っていう明

日への意欲にもつながる。それがある種の人生の醍醐味な

んじゃないかと。僕は、それをギターで提供したいし、オー

ディエンスと共有したい。

いつかは死んでいく中で、肉体も、財産も、地位も名誉もなく

なっていく。その中で、どうやって自分の魂を磨いていくの

か。そして、人生自体にどんな意義を見いだせるのか。僕自身

も言ってみれば、死ぬまで終わらない旅の途中です。その過

程の中で、「世界中の人たちをどう躍らせるのか」という、ギ

ターを始めた頃の初期衝動に改めて立ち戻って、新しい音楽

を創り続けたいと思っています。

思うんです。それは単純に、人が感動する要素は視覚的な情

報だけじゃないから。そこに行くまでの道のりや、その場所の

においや温度、聞こえてくるもの……そのすべてが“経験”に

なるわけで。いつか脳みそに近い情報量を送れるドローン

のようなものが飛ばせるようになったら話は別ですが、現段

階においては実際に経験するということに勝るものはない

でしょう。そういう意味でも、旅をすることこそが人を育てる

のだと思いますし、特に若い世代の人たちにはいろんなとこ

ろに行っていろんな経験をしてもらいたい。よく「移動距離の

分だけ人は成長できる」っていうけど、それは、そういうこと

なんじゃないかと。かといって、同じ場所を行ったり来たりし

たってしょうがない。いろんなものを見て、聞いて、感じて、そ

して考えて、それをどう自分で咀嚼してアウトプットしていく

のかというプロセスが、きっと人を育てるんでしょうね。

日本の内側から「日本最高！」って叫ぶんじゃなくて、海外のい

ろんなところを見て、その上で「ああ、日本って最高だな」って

思えるかどうかって、本当に大事なことだと思います。僕自身

も、「日本固有の伝統って何だろう」とか、「何をもって自分た

ちは日本人なのか」っていうアイデンティティに意識がいくよ

うになったのは、海外に行くようになってから。他の国に行く

と、ヨーロッパの人もアメリカの人もアジアの人もみんな、そ

れぞれちゃんとそれを持ってるし、自分の国のことをちゃんと

語れる。「果たして自分は自分の国のことをどれだけ知って

いるのか」に気づくには、世界の人とコミュニケーションを取

れるようになることが大切だと思います。

11月8日に発売された『SAMURAI SESSIONS vol.2』

の、前作と異なる点を教えてください。

Q.

ロックフォーマットにこだわらない、
次世代のギターミュージックとは。

今回コラボレーションしたアーティストの中だと、1998年生

まれの女性ラッパー・ちゃんみなさんがHoste l l i ng  

Magazineの読者層に最も近いのですが、10代から20代と

いう世代に対して何か感じていることはありますか？

Q.

どんな絶景も、
インスタでは鳥肌は立たない。

Hostelling Magazine  Interview vol.011

01. Dancing With My Fingers/ MIYAVI vs 三浦大知

02. Gemstone/ MIYAVI vs SKY-HI

03. Fight Club/ MIYAVI vs EXILE SHOKICHI

04. Banzai Song/ MIYAVI vs VERBAL

　　(m-flo/PKCZ(R))

05. Bumps In The Night/ MIYAVI vs Masato

　　(coldrain)

06. No Thanks Ya/ MIYAVI vs ちゃんみな

07. Flashback/ MIYAVI vs KenKen 

　　(LIFE IS GROOVE, RIZE, Dragon Ash)

08. All My Life/ MIYAVI vs HYDE

09. Forget You / MIYAVI vs シェネル

10. Slap It / MIYAVI vs 雅-MIYAVI-

SAMURAI SESSIONS 
vol.2
9組のアーティストに加え、

MIYAVIが自身と対決する楽曲を加えた全10曲を収録！

2017年11月8日 発売

「サムライ・ギタリスト」MIYAVIが、

ジャンル/キャリア/国境さえも越えたアーティストと真剣勝負を繰り広げる

対戦型コラボレーション・アルバム第2弾！

抽選で　 名様に

プレゼント！

3
応募締切  2018年2月

MIYAVIさんサイン入りCD
「SAMURAI SESSIONS vol.2」

※なお、当選発表及びプレゼントの作品は、
　商品の発送を以てかえさせていただきます。

ご応募は日本ユースホステル協会
ホームページの専用お申込みフォームから！
http://www.jyh.or.jp/hm/
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人と人との接点が変わってきているよね。これは単純に、テク

ノロジーの進化によっていろんなことがデジタル化されてい

るからだと思います。だって、言ってしまえば旅なんかしなく

てもアフリカの町をGoogleマップで見られるわけでしょ。こ

の過渡期は、音楽業界にも訪れていて、確実に音楽そのもの

のあり方を変えている。そのうち音楽も、AI（人工知能）が創る

時代が来る。まあ、人間がリスナーである以上はやはり作り手

も人間だろうけれど、AIが感情を数値化できた時にすごく近

いところまでいくんじゃないかなと思います。ただ、人として

の感情や経験の伝達に関しては、テクノロジーがどれだけ発

達しても、伝えきれないものがある。例えば、どんなに素晴ら

しい絶景をInstagramで見ても、なかなか鳥肌は立たないと

前作のvol.1は、コラボレーションしたアーティストとその場

でぶつかり合った時に生まれる熱量や摩擦を主にパッケー

ジにして創ったのですが、今回は「次世代のギターミュー

ジックとは何なのか」を突き詰めた先の答えというか、道標

になりうるアルバムになったと思います。僕はアーティストと

してロックに影響を受けて、ロックアーティストたちが築いて

きた道に影響を受けてきましたが、じゃあ、「僕が今、すべき

ことって何だろう？」と考えた時に、必ずしもロックフォーマッ

トでやることがすべてではないと思うんですね。むしろ逆と

いうか。ロックフォーマットにはこだわらず、「新しい未来の

音」にMIYAVIというアーティストのアイデンティティが表れて

いる作品、という感覚ですね。冬から開催するツアーに「Day 

2 Begins」というタイトルを付けたのですが、「ここからまた

新しいDAY 2 が始まる」という気持ちです。

留学先で、いっぱい友達をつくりました。

はい、ロサンゼルスに。本当は19歳か20歳の頃には英語を

習得しておきたいと思っていたんだけど、メジャーデビュー

をしたり、いろんな音楽活動をしたりしていく中で、なかなか

時間がなくて。それから、海外の人と出会ったり親しくなる

きっかけがあっても、英語が話せない自分のまま年を取って

いくのがどうしても嫌で。25歳の時に当時のマネジメント会

社とレコードレーベルに無理を言って活動を3カ月ストップ

させてもらいロサンゼルスへ飛びました。向こうでは英語だ

けじゃなく、ダンスも学んでいました。それこそ自分で発電機

を買って、ダンサーの友達たちを呼んで、サンタモニカとか

でストリートパフォーマンスをして、それで飯を食ってる他の

パフォーマーたちとケンカになりそうになりながらやってま

したね。

ゼロです。……いや、ゼロは言い過ぎか。「アイキャンノットス

ピークイングリッシュ」くらいはしゃべりましたよ。「僕は英語

がしゃべれません」。それが最初のひと言です。

今、日本では「グローバル」という単語をよく耳にしますが、

「英語を話すこと」っていうのは世界にコミットしていく上で

の“マナー”だと感じます。「ここの地域に住んでいる人の燃

えるゴミの日は月曜日ですよ」っていうルールと一緒だと僕

は思うんです。日本語の語彙力とか、深さ、重さ、美しさを大

事にする、ということとは別の話。それはそれでもちろん大

切にしていく。けれど、それはマナーを軽視する理由にはな

らない。現状、世界の共通言語が英語ってなってるんであれ

ば、それを使ってコミュニケーションを取るのが礼儀。実際

そのためには、海外に旅に出てみるのも選択肢のひと

つなのでしょうか。

Q.に、それができていないから日本はグローバルな社会でた

くさんのチャンス、機会を逃している。これは、畑違いの僕が

言うのもなんですが、国の責任だと思います。教育者の水準

含め、国を挙げてもっともっと良くしていかなければならな

いことだと思っています。

アンジー（※1）と出会い、彼女の難民問題への信念や活動に

感化されて、彼女が特使を務めているUNHCR（※2）を紹介し

てもらったのがきっかけです。レバノンに2度、タイには1度

行かせてもらいました。

そうだったんだ。難民の人たちはどんな様子でした？

レバノンは、国民の4分の1がシリアからの難民の方々という

状況。4分の1が外国人って、日本ではありえないじゃないで

すか。レバノン政府も自分の国の国民を守らないといけない

から、難民キャンプにいる大人たちは職業を得られなくて働

けない。だから、正直にっちもさっちもいかずどうしようもな

いという状況。その一方で、子どもたちが学校にも行けず、大

人に代わってがらくたを集めに行ったり、野菜をつくったりし

ている。彼らは物心ついた時にはすでにキャンプにいて、中

にはそこで生まれた子もいる。だから、彼らにとって難民キャ

ンプでの暮らしはスタンダードであり、ある種、デフォルトな

んですよね。特に印象的だったのは、僕がギターを弾いた時

の子どもたちの目の輝き。音楽のない日常を送っている分、

ギターが鳴ったときの、驚きや熱量がものすごくて。暗闇を

照らす灯火のような彼らの笑顔を、絶やさないでほしい、絶

やしてはいけないと、強く思いました。

「教育」です。第一に必要な、食べ物や水といったライフラ

インに関してはいろんな団体が協力し合っている中で、次

に大事になってくるのは、教育だと思います。

初めてキャンプに訪れた時に、メーカーから提供していた

だいたアコースティックギターやサッカーボールで子ども

たちと一緒に遊ぶ機会があったんですが、「じゃあ、みんな

で一緒にギターを弾こう」って列に順番に並ぶように呼び

かけたら、途中で殴り合いのケンカが始まったんです。普

通に血が出てるんですね。周りの大人たちも「まあ、子ども

同士のケンカだから」という感じでしたが、それこそ彼らが

そのまま大人になったらケンカではなくそれが、紛争の火

種になるわけでしょう。「共存するために、共有するという

ことの大切さ」を教わる機会をもっと増やさなければいけ

ない。これは難民キャンプだけじゃなく日本含め全世界に

言えることだと思います。読み書きはもちろん大事だけど、

モラルや哲学をどう教えてあげるのか。ここが将来的に、難

民問題を解決する上でも非常に重要なポイントのひとつ

だと思います。情勢の不安定な国に限らず、アメリカや他

の国だってそう。僕自身も、正直幼い時にもっとそういう教

育を受けたかったと思っています。「何をもって人として正

しいといえるのか」という教育。それが今、価値観の推移に

よって失われているのではないでしょうか。

自分のドアを開いたというか、自分のミッションがそこにあ

るんじゃないかという意味での気づきを得たのは、やっぱ

り難民キャンプに行ったことがきっかけだと思います。僕も

まだまだ勉強中の身です。アンジーに出会う前は何も知ら

なかったし。日本にいると、難民問題に関することだけじゃ

なく世界で起こってる事って聞こえてこないですよね。結局

のところ、自分のことで精いっぱいな人に、他人のことなん

か救えないんです。彼女の生き方を見て、UNHCRの活動に

参加して、やっと社会への「責任」や「還元」というものを考

えられるようになりました。

とは言え、僕も人間ですし、お坊さんになろうとしているわ

けじゃない。肉体を持っている以上は、食べることも、セック

スも、睡眠も、色んな経験をして、感覚を楽しむっていうこ

とも、自分の肉体に対してしてあげる必要があると思いま

す。それをどう両立してコントロールしていくかは、自分も

学んでいる最中です。ロックスターであり、子を持つ親でも

ある。昼があって、夜があって、男がいて、女がいて、光が

あって、影があって……そのバランスで物事が成り立って

いく中で、どのようにちゃんとサイクルさせられるかを自分

もまだ模索しています。

それはもちろん大きいです。今までは基本が一人称、例え

ば「これをしよう」「これを食べよう」だったのが、「これをし

てあげよう」「これを食べさせてあげよう」に変わる。小さな

規模ですが、“利己的”ではなく“利他的”に物事を考えられ

るようになったのは、やはり子を持つ事が大きなきっかけ

だったと思います。

まずベースとして、英語の教育をしっかりと充実させること。あ

とは、“モラル”。道徳ですよね。日本には宗教がないので、根本

的な倫理観を培うというか、人として何が正しいのかというこ

とを学ぶ機会がめっぽう少ないと感じます。大きくなってから

じゃなくて幼稚園・小学校の段階でしっかりと哲学を教わる場

がもっとあった方がいいと思います。

教育する環境に関しても、ただ「対価をもらって働いている」と

いうだけじゃなくて、「子どもたちの人格を形成する一端を

担っている」ということをちゃんと踏まえて教育ができる現場

であってほしい。

「争いのない世界になってほしい」とは思うけれど、人って争

うんですよね。成長過程においては、殴り合って初めて分か

る部分もある。だから、争いや競い合うことが完全になくなる

とは一概には言えない。だけど、子ども同士のケンカだった

ら、「殴り合ったら痛かったやろ？ 痛かったらやめようよ」って

言えるけど、戦争はそれでは済まされない。逆に、殴られたこ

とがないから加減が分からなくて、思いっきりひどいことをし

てしまうという場合もあるだろうし。

自分が音楽家としてやれるのは、目の前にいるオーディエンス

の心を躍らせること、そして、その輪を世界中に広げていくこ

と。少なくとも、音楽を聴いてノってる時はみんな気持ちがひと

つになれるじゃないですか。音楽を聴いて「かっけー！」「気持

ちいい！」「すげえ！」って、本当に心から感動してる瞬間って、た

ぶん殴り合いなんかしないでしょ？ 自分にできることがあると

すれば、そういう音楽を創って演奏することだと思っています。

人って、「WOW（ワオ）！」を感じた時に“希望”を感じ、そして

“未来”を感じるんだと思うんです。その驚きやドキドキ感、興

奮っていうのは、音楽を聴いたり、旅に出て、新しいものを見

て、新しい体験をして、新しい人たちと出会って……という経

験から生まれるもので、それが自分のバイタリティであり、モ

チベーションとなり、「明日は何が起こるんだろう」っていう明

日への意欲にもつながる。それがある種の人生の醍醐味な

んじゃないかと。僕は、それをギターで提供したいし、オー

ディエンスと共有したい。

いつかは死んでいく中で、肉体も、財産も、地位も名誉もなく

なっていく。その中で、どうやって自分の魂を磨いていくの

か。そして、人生自体にどんな意義を見いだせるのか。僕自身

も言ってみれば、死ぬまで終わらない旅の途中です。その過

程の中で、「世界中の人たちをどう躍らせるのか」という、ギ

ターを始めた頃の初期衝動に改めて立ち戻って、新しい音楽

を創り続けたいと思っています。

思うんです。それは単純に、人が感動する要素は視覚的な情

報だけじゃないから。そこに行くまでの道のりや、その場所の

においや温度、聞こえてくるもの……そのすべてが“経験”に

なるわけで。いつか脳みそに近い情報量を送れるドローン

のようなものが飛ばせるようになったら話は別ですが、現段

階においては実際に経験するということに勝るものはない

でしょう。そういう意味でも、旅をすることこそが人を育てる

のだと思いますし、特に若い世代の人たちにはいろんなとこ

ろに行っていろんな経験をしてもらいたい。よく「移動距離の

分だけ人は成長できる」っていうけど、それは、そういうこと

なんじゃないかと。かといって、同じ場所を行ったり来たりし

たってしょうがない。いろんなものを見て、聞いて、感じて、そ

して考えて、それをどう自分で咀嚼してアウトプットしていく

のかというプロセスが、きっと人を育てるんでしょうね。

日本の内側から「日本最高！」って叫ぶんじゃなくて、海外のい

ろんなところを見て、その上で「ああ、日本って最高だな」って

思えるかどうかって、本当に大事なことだと思います。僕自身

も、「日本固有の伝統って何だろう」とか、「何をもって自分た

ちは日本人なのか」っていうアイデンティティに意識がいくよ

うになったのは、海外に行くようになってから。他の国に行く

と、ヨーロッパの人もアメリカの人もアジアの人もみんな、そ

れぞれちゃんとそれを持ってるし、自分の国のことをちゃんと

語れる。「果たして自分は自分の国のことをどれだけ知って

いるのか」に気づくには、世界の人とコミュニケーションを取

れるようになることが大切だと思います。

11月8日に発売された『SAMURAI SESSIONS vol.2』

の、前作と異なる点を教えてください。

Q.

ロックフォーマットにこだわらない、
次世代のギターミュージックとは。

今回コラボレーションしたアーティストの中だと、1998年生

まれの女性ラッパー・ちゃんみなさんがHoste l l i ng  

Magazineの読者層に最も近いのですが、10代から20代と

いう世代に対して何か感じていることはありますか？

Q.

どんな絶景も、
インスタでは鳥肌は立たない。

Hostelling Magazine  Interview vol.011

01. Dancing With My Fingers/ MIYAVI vs 三浦大知

02. Gemstone/ MIYAVI vs SKY-HI

03. Fight Club/ MIYAVI vs EXILE SHOKICHI

04. Banzai Song/ MIYAVI vs VERBAL

　　(m-flo/PKCZ(R))

05. Bumps In The Night/ MIYAVI vs Masato

　　(coldrain)

06. No Thanks Ya/ MIYAVI vs ちゃんみな

07. Flashback/ MIYAVI vs KenKen 

　　(LIFE IS GROOVE, RIZE, Dragon Ash)

08. All My Life/ MIYAVI vs HYDE

09. Forget You / MIYAVI vs シェネル

10. Slap It / MIYAVI vs 雅-MIYAVI-

SAMURAI SESSIONS 
vol.2
9組のアーティストに加え、

MIYAVIが自身と対決する楽曲を加えた全10曲を収録！

2017年11月8日 発売

「サムライ・ギタリスト」MIYAVIが、

ジャンル/キャリア/国境さえも越えたアーティストと真剣勝負を繰り広げる

対戦型コラボレーション・アルバム第2弾！

抽選で　 名様に

プレゼント！

3
応募締切  2018年2月

MIYAVIさんサイン入りCD
「SAMURAI SESSIONS vol.2」

※なお、当選発表及びプレゼントの作品は、
　商品の発送を以てかえさせていただきます。

ご応募は日本ユースホステル協会
ホームページの専用お申込みフォームから！
http://www.jyh.or.jp/hm/

0706

http://www.jyh.or.jp/hm/p11/
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